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【要　旨】
　健康日本21（第2次）では国民のがん，循環器疾
患に対する予防策として，野菜摂取量の増加など食
生活改善を掲げており，成人の1日野菜摂取量の目
安は350g 以上と設定されている．野菜摂取量不足，
肥満等が指摘されている男子大学生について，本研
究では，野菜摂取状況に着目した健康教育の有効性
を1か月後の介入結果から明らかにすることを目的
とした．A 大学看護学科に所属し同意の得られた
男子大学生32人を対象とした．調査内容は，健康状
態，食生活等である．分析にはχ²検定，t 検定等を
用いた．調査は所属大学倫理委員会の承認を得て
実施した．対象者は，学年をマッチングし，介入群
（A 群：16人）と非介入群（B 群：16人）に分け，
第1回自記式質問紙調査を行った．その後，A 群に
のみ，野菜の効果や安価で簡単な調理方法を含む約
20分の健康教育を実施した．介入1か月後に，32人
全員に第2回調査を実施し，介入前後の比較を行っ

た．B 群へは第2回調査終了後，同内容の健康教育
を実施した．32人全員を分析対象とした．第1回調
査時点では健康状態，食生活について両群に有意差
は認められず，対象者全員の平均1日野菜摂取量は
63.0±40.2g であった．1か月後の第2回調査の結果，
A 群に「1日野菜摂取量」「野菜摂取量の基準値の
正答者」で有意な増加が認められた．一方，B 群は
全ての項目において有意差は認められなかった．第
2回調査時点での A 群，B 群の平均一日野菜摂取量
は，それぞれ147.5±96.3g，85.8±65.8g であった．
また，野菜摂取量と各項目との相関では，主に野菜
の知識があり，野菜摂取が十分と認識している者は
野菜摂取量が多く正の相関が，野菜費用の負担感，
口内炎のある者は負の相関がみられた．介入の結果，
健康教育内容は，実生活で利用しやすく一定の効果
があったと考えられる．しかし，健康日本21（第2次）
の1日野菜摂取量350g にはほど遠く，今後も対象者
の特徴に合わせた健康教育等の介入が必要と考える．


